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英国におけるDan㏄Sy11abusとダンス学習内容の検討

川　口　千　代

An　Examination　on　Dance　Sy皿abus　and　the　Contents

　　　　　　　of　Dance　Education　in　Eng畑nd

Chiyo　KAWAGUCHI

　　The　purpose　of　this　study　was　to　eshab1ish　the　direction　our　dance　education　by　comparing　dance

syl1abus　and　contents　of　dance　education　in　various　countries　as　wel1as　by’understanding　their

differences　and　simi1arities．

　　In　this　study，the　author　examined　the　dance　education　at　both　primary　and　secondary　schools　in

England．It　is　strongly　affected　by　R．Laban　common1y，and　the　contents　which　are　suited　for　each

stage　and1evel　are　presented　here．It　is　persisten1y1ed　by　the“princip1e　of　movement”based　upon

What，How　and　Where．So－ca11ed　Heducation　synthesized　by　independent　creativity　and　physical

training，and　socia1behavior　and　physical　training”，which　emphasizes　the　Re1ationship（an　individual

and　company），seems　to　pursue　a　lively　and　rich　human　education　by　dance．

　1．緒　言

　舞踊教育は，現在，一日本はもとより，米国・英

国をはじめ，世界各国で教育として位置づけられ，

それぞれの独自性をもちっつ，舞踊の教育・舞踊

による教育の両側面からのアプローチがなされて

いるといえよう。

　本研究は，Educationa1Dance即ち，教育舞踊

もしくは教育的舞踊として，幼児から大学に至る

学校教育の場で独白の歩みを進めているといわれ

る英国の舞踊教育をとりあげ，DanceSynabusと

その学習内容を中心に検討し，英国における舞踊

教育の目指す方向を確めようとするものである。

　英国の舞踊教育については，これまでに，いく

つかの紹介もしくは報告2〕・6）・7〕・10〕がなされている

が，いわゆるDance　Syl1abusとしての具体的な

ダソス学習指導要領の内容の検討に関しては，未

だ論ぜられていない。英国の教育舞踊の特微とし

て次の点があげられる。①“教育的”とは学校・

大学などで行われるダソスを指し，Professiona1

なdancerの養成とははっきり区別されており，

dance　for　a11の精神でrηあらゆる人が，年令・

才能にか∫わりなくダソスの喜びを会得できるよ

うに，その運動経験を豊かにすることにある。」②

「動きの原理6〕」を生徒や学生に気付かせ，理解さ

せ，個々の考えで動きの経験を豊かにさせること

により，自主・創造・自律性を尊重する英国の教

育の中で，他教科とも関連をもちたがら，教育の

目的達成の一助をになっていると考えられてい

る。いわゆる，「R，Labanの運動要因ヱ0〕の分析と体

系論と実践が背景となって，教育として普遍化し

た」といわれる。本研究は，これらの特微をふま

え，Dance　Synabusの検討をすすめるものであ’

る。

　2．方　法

　本研究では，英国の発達段階別のrDanceSy11a・

bus」と「実践指導された（筆老が受講）学習内容」

をとりあげ，いわゆる指導要領として掲げられて

いる内容と，具体的な実践との関連をも検討する。
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（主要検討資料）

○Pi1ot　Study　of　Dance　Synabus　for　Infant

　　　－1975一（Laban　Center．for　Movement

　　　and　Dance）

o　Primary　SchooI　Dance　Sy11abus
　　　－1979一（Laban　Center　for　Movement

　　　and　Dance）

○Dance　Department　Syl1abus－1974一

　　　　　　　　　　（The　Waver1ey　Schoo1）

○Modem　Educationa1Dance　C．S．E．Mode　m

　　　－1975一（Cardina1Newman　High　School

　　　for　Gir1s）

○G．C．E．一〇’Leve1Dance　Mode2，The　Syl1a－

　　　bus　Content－1980一（ILEA／ILDTA　G．

　　　C．E．一0’LevelConference，JoanW．White一

　　　）

　上記，英国のDanceSy11abusの検討資料を選

定した理由としては，今日なおR．Labanの精神に

たって英国はもとよりヨーロッパにおける代表的

な運動や教育的舞踊の研究機関である　Laban

Center　for　Movement　and　Danceより出されて

いる資料，また，一般公立学校でManchester（R．

Laban　が最初に学校を開いた土地）にあって

Labanの影響が強いとみられるCardina1New・

man　HighSch6olと，同じく公立校でロソドソに

あるWaverley　Schoolの資料，そして，ロソド

ソ教育当局舞踊教師協会（ILEA／ILDTA）より出

されている資料と，考案・発行されている機関が

偏らないことを条件とした。

o「実践指導資料」（川口，受講記録より）

　　Dance　in　Education－1977－

　　　at　Loughborough　Conege　of　Education

　　　（現，Loughborough　University　of　Tech－

　　　nO10gy）

「資料1．」 英国の学校種別と就学年限

公立学校（State）

2～5（年） 保育学校（Nursery　School）

5～77～11 篤簑楓い小学校（肝i州）

1
1
～
　
～
1
8

1　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　I’　　　　1＝モグソ・スクール，：グラマー・スクール，…総合学校1　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　11（Modem　S．）　　　…（Grammer　S．）　　　＝（Comprehensive　S。）ψ　　　　　　　　　l　　　　　　　　　1　　　　　　中学校↓（Secondary　S。）　　“

私立学校（Independent）

2～・5（年） 保育学校（Nursery　Schoo1）

5～88～13 前予備学校（Pre－preparatory）予備学校（Preparatory）

13～18
バブリック・スクール，　助成校（Pub1ic　Schoo1）　　　　　（準私立学校）

・義務教育：5才～16才

・国家検定試験

！）中等教育証書（C　l　S．E．）

2）一般教育証書（G．ClE．）＼ズニll：㌣通監：



一13一

「資料2．」 　　　　　英国の学校体育指導要領

（Sy11abus　of　Physica1Training　for　Schoo1）

1904年　制　定1文教院（Board　of　Ministry）による

1909年改定：イギリス学校体育の基礎を確立

　　　　　　　「スウェーデソの教育体操」を取り入れる。

1919年　改　定1体操の形式的性質を改善し，ゲームやダソスを含む活発で自由な動きを

　　　　　　　入れる（楽しさ，気晴らし）

1933年　大改定1英国文部省制定の最後の指導要領

　　　　　　　　・「よい姿勢」や活発な運動による敏しょう性や柔軟性の養成

　　　　　　　　・動きにおけるリズムの必要性を考慮すること。
　　　　重　点
　　　　　　　　・形式体操からくる硬直さ不自然さの除去。

　　　　　　　　・栄養・衛生・環境の重視

1944年教育改革，バトラー法成立

　　　　　　　　（Batler文部大臣のもとに成立した教育法）

　　　　　　　　・rすべてのものに中等教育を」がねらい。

　　バト　　　　・義務教育を11年制に

　　　　　　　　・教育の権隈と義務→地方教育当局に与える。

　　　　　　　　　（指導要領作成の権限）

　　　　　　　　→文部省は揖導要領を作成できなくなる。（勧告機関）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　指導の参考書を出すにとどまっている。

1952．1953年：文部省指導書刊行

　　　　　　①「運動と成長」　1952年

　　　　　　　　（Moving　and　Growing）

　　　　　　　②「計画の作成」　1953年

　　　　　　　　（P1anning　and　Program）
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　3．考　察

　（1）．英国の教育と学習指導要領

　先ず，簡単に英国の教育について述べたい。英

国では，早くから（1870年）義務教育が開始され，

現在では5才～16才までの年限が義務づけられ

ている。学校種別と就学年限については，「資料1」

にある如く，初等教育（小学校）と中等教育（中

学校）に分かれ，更に，その上に継続教育，高等

教育がおかれている。

　次に学習指導要領についてであるが，「資料2」

にみる如く，当初はBoard　ofMinistryを設置し，

国家11）みずからの手で国民の教育を行っていた

が，1944ヰのバトラー法成立以来，教育の権限と

義務は文部省から地方教育当局にゆだねられ，文

部省は勧告機関としてのみ機能することになっ

た。したがって，学習指導要領の作成権は，地方

教育当局に移り，指導要領は国家基準という強い

性格は持たず，採用する学校の教育方針や実情と

を勘案して校長の権限により自由裁量できるしく

みになっている。しかし，文部省は参考としての

指導書を刊行しており，その中で，ダソスに関す

る内容も提示されている。（資料3」参照）。具体

的内容の例示としては，A，動きの質的対置，B，

空問の探求があげられている。これらの方針にも

とずき，DanceSy1labusに関しても，地域の舞踊

教員団体や教科担当団体が設定したものが採用さ

れている。

　（2）．小学校段階（Primary　Schoo1）のDan㏄

　　　Sy1labus

　小学校前期といわれるInfant　Schoolについ

て。Infant　Schoo1におけるMovementは，2つ
のタイプ即ち，①明確な目的をもった機能的動き，

・②創造的に用いられる表現的動きとに分けられ，

子どもにはこの両タイプの動きを経験する機会が

与えられるべきであるとしている。また，幼児は，

①動きの楽しみ，即ち，運動による全身的覚せい

（tOta1Stir）を楽しみ，②言語的刺激や声，音の

変化に敏感に反応し，③身体で何ができるかを探

求・発見することを楽しむとし，これらの発達特

性をふまえて内容が提示されている。即ち，What

move，How　it　move，Where　it　moveを学ぶ中

で，子ども達は動きの連続を組立て，自己の創意・

工夫で短時問ながら踊ることができる段階である

として次の様な内容を提示している。

　Body　Awareness（全身の使い方，部分の探求）

　Speed（速い・遅い，漸次的変化）

　Weight（強い・軽い，ステップや抽手による

　　　　1oud・soft）

　Space（近い・遠い，移動動作の変化一直・曲

　　　　など）

　Genera1Space（前・後，横，高・低・中など）

　Re1ationship（全体の中の個人として，教師と

　　　　共に，教師の後について，2人でいっしょ

　　　　に，など）

　これらは，先にあげた文部省指導書にみるA．動

きの質的対置，B．空問の探求に重点をおいた内容

とみられる。

　InfantSchoolの次の段階のJuniorSchoolで

は，更に，○effort　action，○ダソスの構成とク

ライマックスの発展，○シメトリーとア・シメト

リー，○より長いフレーズのための最大限の音楽

の利用，○劇的強調を伴う動作，06～7人のグ

ループ・ワークなどが加わっている。小学校段階

における，発達段階をとらえた，発展的学習内容

の設定がなされているとみられる。Primaryの段

階では，検討した2つのSy11abusとも殆んど類似

した内容が設定されている。

　（3）．SecondarySchoo1のDanceSy1labus

　中学校期最初の3年間は，創造的舞踊の一般的

教育として考えられ，①動きそれ自身の表現的可

能性を感知する，②生徒の青春の日々，世界や芸

術に関する意見など，生活のいろいろなmoodや

局面を客観化する動きの力（Power）を感知し，

判断する。③舞踊の芸術形式における表現的動き

の可能性を発展させることを感知するなどのねら

いをあげ，次の様な内容が提示されている。

　What　the　body　can　do（動と静，部分の認識）

　Where　the　body　move（動きのレベル，大き

　　　　　　さ，方向など）

　Howthebodycanmove（移動，静止，Jump，

　　　　　　Turn，Stepなど）

　Accompaniment一伴奏（音の質，音楽のfeel・

　　　　　　ingと動きの関係など）

　Relationship（2人，3人，4人，大人数）

　DanceComposition（劇的な事件や，単純な詩
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「資料3．」 英国の文部省指導書にみるダンス内容（小学校）

1）　「運動と成長」編（Moving　and　Growing）

　第4章　　体育の諸領域

　　　　　　ゲーム，水泳，芸術としての動き，グソス，演劇的動き，身体鍛輝

2）　「計画の作成」編（Planning　and　Program）

　第4章　　ダソス

　　　　　　（動きと音楽，ナショナル・ダソス，唱歌げ一ム）

・ダソスは元来，女々しいものではなく，元気と敏しょうさを必要とチるものである。

子どもは色や形や構造で探求するように「動き」において探求する。動くことそれ

自体をよろこぶ。

〈ダソス’ブログラム〉の例示

A．動きの質的対置（対比）

　（註）音楽に合わせて自由に動く。

　（b）動きの質的対置として，〈遅い一速い〉，〈重い一軽い〉動きを試みる。

　　　こどもは動くことによって，からだのあらゆる部分でそれらの動きの質的な

　　　違いに気づく。

　（・）これらの質的な動きを音楽の短い分節にあわせて即興的に動く

B．空間の探求

（a）音楽にあわせて自由に，漸増的・漸減的動き，低い・高い動きをする。

（b）前・後，側方から側方へ，方向の異なった動きを試みる。

　　　遅・速の質の異った動きを結合する。

　（・）いろいろた方向，上・下，前・後への動き。直線的→迂回的動き

　（d）詩句やrefrain（はやし歌）の形をともなった音楽にあわせて動く。4／4抽子

　　　の動き，6／8抽子のスキッブなど。
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「資料4－1」 「Dan㏄in　E砒c批iOn」におけるダンス学習内容

　　　指導：B．A．Lipscomb，R．E．Jones．

　　　　　　　at　Loughborough　Co1lege　of　Education，ユ977（受講記録：川口）

　　　　　　　（現．Loughborough　Univ．of　Techno1ogy）

　＜小学校段階古こおける実践例＞

1．Dance　for　yomger　children（Infant　Dance．5～6才）

　1）　walk　round：same－different，

　　　　　　　　　rough－funny

　2）sta1k

　　、㍗m！1eade「

　　　escape
　　’’bi。。i．

　3）　sit　up－down，｛op＿bottom

　　　some　where－no　where

　4）　4人grOupによる「Sm（太陽）」の表現

　　　sun－！人

　　　sunbeams－3人

2．P士imary　school　dance（7～9才）

　1）Weight　l　stro㎎二1ight

　2）　Shape　　：sharp，angu1ar

3）　　　s★ayi㎎，・・cki㎎，・olli㎎

　　　　　　　　spinning，s1iding

　4）一連の動き

　　　strong・sudden－flexible－together－strong・direct

5）音楽から感じる運動の要素を強調して動く

　①クラシック音楽

　　　（イ列）strong，light，flexibi1ity　or　swaying

　②カウポーイ・ソソグ（ウェスタソ調）

　　　（伊u）　f1exibi1ity　and　fast

　　　　　（s1ow　down）



- 17 -

r,~~f 4 - 2 J 

3. Primary school dance ( 9 -11 ~) 

1) ;~.~-~-ycl)~h~>~~!i~~;~O~, ~ ;~~ ~ ;1)/~~c~!~~~; 

(rf~U) ~f y ~7 -o)~1~q)~~& 

2) Primary production 

<*evil and good" 

(7~;~) (~~:~~) 

3) ~z'y;~~:^U(~ (~1~cl)~~~) ~J~;~l.~. =f~ ~ ~~ f~~ = 

Shape -extend, enlarge 

contrast, elaborate. 

Tempo slow / fast 

Situation imitation 

stillness 

contrast 

4) ~tp (The Lord) q)~~~~1 

(D Lord of Heaven and Earth. 

born, Iive, die 

(high-10w, up-down, elevation) 

~) Lord of Happiness and Joy. 

consideration for other 

(partnership, togetherness, travelling, Iight) 

~) Lord of Unity and Peace. 

understanding 

(closeness, fitting together, rotation, symmetry) 

~) Lord of Excitement and Frivolity 

positive, unstable, bubbing, tlembling 

(1eaping, expanding, diagonal) 

~) Lord of Humility 

(retreating, sinking, supporting) 

O Lord of Magnificence 

grandness, ritual 

(look at me = display, stable) 
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　　　　　　を刺激として，教師の指導により，

　　　　　短かいソロ・ダソろや，や∫長いグ

　　　　　　ノレープ・ダソスをつくる，など）

　中学校4，5年次になると，更に，内容が細分

化し，大きく，r動きのトレーニソグ」とrDance

Composition」に分けられ，動きのトレーニソグで

は，R．Labanのr動きのeffort　e1ement」の感知

の必要性が強調され，Dance　Compositionでは，

他の芸術分野（音楽，ことぱ，詩，彫刻，絵画，

写真等）との関係をとらえさせ，照明，衣裳，録

音たど上演法との関連，更に，ダソス評価・即興

の評価の規準（観点）まで示されている。内容は

次の通りである。

　Movement　Training

Boby：The　use　of　the　body

　　　　Body　activities

　　　　Body　shape

Space：Use　of　genera1space，

　　　　F1oor　patterns，

　　　　The　kinesphere，

　　　　Pathways　in　gesture，

　　　　Use　of　levels，

　　　　Spatia1relationship　in　Composition，

　　　　Diagona1orientation，

Effort：Weight

　　　　Space
　　　　Time

　　　　F1ow
　　　　Combination　of　effort　elements

　　　　Effort　actions

　　　　Use　of　dynamigs

　　　　Impactive，Impu玉sive

Re1ationship：so1o，duo，trio，four，more

　　　　pe「sons，

　　　　1eading，fo11owing，question　and

　　　　anSWer，
　　　　conf1ict，moving　in　opPosition

Dance　Composition

　4．まとめ

　以上，英国における小学校（初等教育）段階，

中学校（中等教育）段階のDance　Sy11abusを検

討した結果，英国の舞踊教育では，いずれの発達

段階においても，一貫して，What（身体は何がで

きるか一全身が，部分が），How（どのように動く

か一空間，時問，力性，流れ），Where（どこへ一方

向，高・低など）を根底に動きの原理から導き，

また，Re1ationship（個と仲問の関係）を強調した，

いわゆるr自主創造の活動と身体訓練，杜会的行

動と身体訓練の総合された教育形態」をとり，発

達段階に則した内容の発展がみられ，舞踊による

豊かな人問教育を指向していると思われる。

　尚，これらのDance　Sy1labusと，筆老自ら参

加しえたrDance　in　Education」における実践内

容とを検討した結果（r資料．4」参照），かなり

の共通性が確認された。

　例えぼ，資料4の1．Infant　Danceの内容の1）

wa1k　round　は，全身を大きく使った　Body

Awareness，2）のsta1k以下4つの動きはSpeed

の変化を，3）のsit－up以下の3つの動きの質

的対置はSpaceの変化をという如く，先に述べた

What，How，Whereの原理がふまえられ，更に，

4）のr太陽」の表現では，Relationshipに視点

を置いた表現的動きの指導といえる。

　これらの結果から，英国における舞踊教育は，

異った地域のDance　Sy11abusと実践指導の学習

内容の検討においても，What，How，Where，

Re1ationshipの原理がふまえられていることが

認められた。

　今後更に，我が国あ舞踊教育との比較に視点を

あて，検討を進めたい。

1）

2）

3）

4）

5）

6）
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